
編集後記●巷では社会問題や環境問題が頻繁に取りぎ  

たされています．青少年の犯罪は増加し，企業による  

種々の犯罪も深刻さを増しています．あちこちの海域  

で重油の流出事故が起き，松枯れの主因が生物による  

ものか大気汚染によるものかが論争の的になったりし  

ています．ほとんどの場合，現象は皮相的にとらえら  

れ，局所的な悪の指摘が声高に行われます．しかし，  

これらのできごとに共通する重要な（そして看過され  

がちな）性質は，被害者と加害者とが揮然一体となっ  

ている点だと思います●深夜のコンビニエンス・スト  

アは青少年が夜の町に居続けするのを助長しますが，  

同時に食品・物流・サービス産業に従事する人々に生  

活の糧を与えてくれます．酸性雨の引き金となる大気  

汚染は，重化学工業に依存して生きる人々にとっては  

必要悪なのかも知れません．そして，我々は好むと好  

まぎるとに関わらず，この“被害者・加害者渾然一体  

システム’’に取り込まれてしまっています．そこから  

自分だけが抜け出して，あらゆる意味で“良い子”に  

なることは容易なこと‾ではなさそうです●さて，今月  

の特集は“文科系のためのOR教育”です．そこでは，  

ORの技術的側面よりも，モデリングの重要性が指摘  
されているように思われます．実際，ORの数学的技術  

を用いるには，まずは関係する要因を正し〈列挙し，  

モデリングを行わねばなりません．このことは，ORが  

本来的に，“正しい観察眼にもとづいたモデリングによ  

る世界認識のすすめ’’という啓蒙的な側面を持ってい  

ることを意味していると思います．前段の社会問題・  

環境問題のためにも正しいモデリングが不可欠です．  

こうしてみると，社会のさまぎまな層にORを普及さ  

せることには大きな意義がありそうです．とはいえ，  

ORが人間の価値観とは独立な存在であるのも事実．  

人間に対する優しい心と透徹した眼差しを兼ね備えた  

人々がOR技術を駆使できるような，そんな世界が近  

い将来に訪れんことを．  （栗田 冶）  
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